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　皆さまにおかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご愛顧、ご支援を賜り厚く
御礼申し上げます。大正14年10月に設立した当金庫は、令和7年10月12日に創立100周年を迎えます。ひ
とえに地域の皆さまのご支援、お力添えの賜物であり、今後も地域社会の発展に尽力してまいります。
　さて、令和6年度は、3年連続となる2％以上の物価上昇率や33年ぶりの高い賃金上昇率を記録し、約17
年ぶりに日本銀行の政策金利が引き上げられ「金利ある世界」へシフトするなど、デフレ経済からの脱却が見
られ、大企業を中心に景況感は上向いています。一方で、国際情勢の緊張や米国の経済政策による世界経済
の不確実性の高まりが、日本経済にも影響を与えています。また、高い物価上昇率や人口減少による人手不足
は、主要な取引先である中小企業や個人事業主における経営環境や一般消費者の生活に大きな影響を与え、
「町場」の景況感の改善には至っていない状況が続いております。
　このような状況下においてこそ、お客様のニーズにしっかりと応え、親身に寄り添った活動をし、地域の皆さ
まとともに歩むことが、地域金融機関のあるべき姿と考えています。
　当金庫は、創立100周年を迎えるにあたり、『お客様と共に歩んで100年　これからも共に歩む「未来」』を新たにキャッチフレーズとして掲
げています。経済・社会の変化とともに多様化する状況のなかで、地域の皆さまのニーズに応え、親身に寄り添った活動を行い、お客様と共に
「未来」へ進んでいけるよう、地域金融機関・協同組織金融機関としての使命を果たしていく所存です。

　令和6年度に取り扱いました、「創立100周年記念定期預金　With 
You」「さんきょう拡充倶楽部定期積金」「能登半島復興応援定期積金」
等の預金商品を多くのお客様にご契約いただいたことや、事業資金のお
預け入れがあり、期末残高は、前期末より160億円増加し1,899億円と
なりました。

令和7年６月　 東京三協信用金庫　理事長 中島 久喜

ごあいさつ

令和6年度　事業の概況
●預金積金の推移

　「課題解決」や「事業性評価融資」の実践等により、様々な資金需要
に対応いたしましたが、経済活動の回復から順調に返済が進んだこと
や不動産価格の上昇に伴う不動産売却による大口融資の返済等の影
響により、期末残高は、前期末より39億円減少し1,091億円となりま
した。

●貸出金の推移

　貸出金利息を中心とした資金運用収益の増加や役務取引等収益の
増加により、本業での収益である業務収益は153百万円の増収となりま
したが、令和5年に竣工しました本店ビルの減価償却費等による経費の
増加や、金利上昇を見据えた有価証券ポートフォリオのメンテナンスを
実施したことで、業務費用が増加し、業務純益は、前期より159百万円
の減益となる247百万円となりました。
　また、お取引先の業況悪化に伴う貸出金の償却を行ったこと等によ
り、経常利益242百万円(前期比189百万円減少) 、当期純利益176百
万円(前期比148百万円減少)となりました。

●損益の推移

　国内基準である4.0％の2倍以上を確保しており、当金庫経営の健全
性は十分保たれております。

●自己資本比率の推移
　金融再生法の開示債権（いわゆる不良債権）に対し、担保や保証等に
よる回収見込額及び貸倒引当金により85.14％が保全されています。ま
た、保全されていない債権についても、特別積立金等により十分にカ
バーされています。

●不良債権の状況

※「債権額合計」は、金融再生法上で定められた開示債権の総額であり、「貸出金残高」
　とは異なります。
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財務諸表
●第101期  貸借対照表

（令和7年3月31日現在）
●第101期  損益計算書

●第101期  剰余金処分計算書

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）

東京三協信用金庫

以上のとおりであります。
令和7年6月

上記各事項を監査の結果、正確であると認めます。
令和7年6月

理 事 長
専務理事
常務理事
常勤理事
常勤理事
常勤理事

中島　久喜
遠藤　豊幸
雨宮　正信
平川　昌幸
矢島　一郎
河島　正日

常勤監事
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髙橋　　勝
古谷　　修
鈴木　信二
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　役務取引等収益
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　　その他の役務収益
　その他業務収益
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　　その他の業務収益
　その他経常収益
　　貸倒引当金戻入益
　　償却債権取立益
　　その他の経常収益
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　資金調達費用
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　　　　　　 計 
剰余金処分額
　普通出資に対する配当金
繰越金（当期末残高）

3,505,123,976
12,068,250

3,517,192,226
28,188,395
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科目 金額（円）
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（資産の部）
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   （純資産の部）
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　普通出資金
利益剰余金
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　　（NFS 積立金）
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　関東大震災から2年後の大正14年（1925年）10月12日、現在の東京都新宿区域にあたる東京府豊多摩郡戸塚町に「有限責任 戸塚町信
用組合」を設立し、当金庫の歴史が始まりました。その後、昭和24年1月に、戸塚町信用組合・東京建築信用購買利用組合・共隆信用購買利
用組合が合併し「東京三協信用組合」を設立、昭和26年10月の信用金庫法施行に伴い「東京三協信用金庫」に改組しました。 　
　設立以来、社会情勢、金融情勢には様々な変化がありましたが、創立100周年を迎えることができますのも、ひとえに、地域の皆さまからの
ご支援の賜物と深く感謝申し上げます。

　創立100周年を迎えるにあたり、『お客様と共に歩んで100年 これからも共に歩む「未来」』をキャッチフレーズとして
掲げています。また、当金庫のロゴマーク、コーポレートカラーをベースとし、これからの時代を「お客様・地域とともに未
来に向かって力強く歩む」ことをイメージした記念ロゴマークを作成しました。今後も、地域社会と寄り添い、共に「未来」
へ進んでいけるよう、尽力してまいります。

東京三協信用金庫は、令和7年10月12日に創立100周年を迎えます

　令和7年6月20日に開催した第101期通常総代会において、次の事項が付議され、それぞれ原案のとおり承認・決議されました。

総代会事項
●第101期通常総代会

　令和6年4月より取り扱いました、「さんきょう拡充倶楽
部定期積金」のご契約総額の0.05％相当額を、当金庫の
営業店が所在する、新宿区、杉並区、中野区、豊島区、西
東京市、調布市、府中市の各社会福祉協議会へ、当金庫
より寄付をさせていただきました。

お客様支援・地域支援の取り組み
●社会福祉協議会への寄付

　昭和63年に発足したビジネスクラブさんきょう（発足当
時の名称「SBLC」）は、法人代表者および個人事業主の皆
さまを中心に組織され、会を通じて、会員相互の事業の発
展、ビジネスマッチング、見識とネットワークを広げるため
の活動を実施しています。
　令和6年度は、総会・勉強会、視察ツアー、企業合同忘年
会、新春講演会・賀詞交換会を開催しています。

●ビジネスクラブさんきょう（BCS)

　産業競争力強化法に基づく、新宿区認定の特定創業支
援等事業として、創業スクールを開催しました。

●創業スクール

  4月  1日

  5月23日
  6月14日
  6月19日
10月11日
11月14日～
12月  5日
12月11日

新入職員入庫式
「さんきょう拡充倶楽部定期積金」取扱い開始
ビジネスクラブさんきょう　総会・勉強会
信用金庫の日　お客様サービスデー
第100期通常総代会
「創立100周年記念定期預金『With You』」取扱い開始
全店企画旅行「裏磐梯レイクリゾートと会津若松1泊2日」
ビジネスクラブさんきょう　企業合同忘年会
令和6年度経営内容説明会

令和6年度　１年の歩み
令和6年

【報告事項】
・監事による監査報告
・第101期（令和6年4月1日から令和7年3月31日まで）業務報告、
　貸借対照表及び損益計算書の内容報告の件

【決議事項】
　第１号議案　法定準備金限度超過額取崩の件
　第２号議案　第101期剰余金処分案承認の件
　第３号議案　会員除名の件
（１）定款第15条1項（別表2の1項）に関する除名
（２）定款第15条1項（別表2の5項）に関する除名

【その他】
　出資金に対する配当率は、「創立100周年記念配当」を加え、年3％に
決定されました。（前年度配当率：年2％）

　高井戸支店職員の機転により特殊詐欺の拡大を防止し
たとして、警察署より感謝状が授与されました。

●特殊詐欺未然防止

　本店及び早稲田支店にて、地元中学生の職業体験に協
力し、社会人としてのマナーや信用金庫の業務等につい
ての研修、通帳の作成体験等を行いました。 
　また、東京富士大学にて、当金庫職員が講師となり、信
用金庫や金融についての講義を行いました。
　今後も、地域の金融教育への取り組みを継続していき
ます。

●金融教育・職場体験

視察ツアー

第101期総代会の様子

全店企画旅行 信用金庫の日店頭の様子

賀詞交換会

1月20日
1月23日
1月23日～ 
2月18日

「さんきょう能登半島復興応援定期積金」取扱い開始
さんきょう友の会　観劇
令和6年度　創業スクール（全４回）
ビジネスクラブさんきょう　新春懇親会・賀詞交換会

令和7年


